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委 員 会 会 議 録 

（社）滋賀県トラック協会 

会 議 名 平成２２年度 第１回「トラックの日」の事業実行委員会 

開催日時 平成２２年４月８日（木） １３：３５～１６：００ 

開催場所 滋賀県トラック総合会館 ３Ｆ「会議室」 

出 席 者 委員予定者１６名、会長、事務局５名 

 
協   議   内   容 

 
定刻より５分遅れて開会。開会にあたり竹備会長に続いて岡田次期会長予定者から挨拶があ

った後、岡田次期会長予定者から「トラックの日」の事業実行委員会設置要綱（改正案）につ

いて事務局に説明を求め、事務局大塚から資料１に基づき説明があった。 
続いて岡田次期会長予定者から次期実行委員長予定者の指名があり辻常任参与が就任され

た。辻実行委員長予定者から就任の挨拶があり引き続き議事進行を行った。 
 
続いて事業部会の配属が行われ次のとおり決定された。 
 ・エコ・セーフティドライブコンテスト部会（４名） 

・・・外村（部会長）、松村（副部会長）、小林（茂）、田中（敦）各氏 
・・・補佐役として薩摩次期副会長予定者 

・ぐるっと・びわ湖・クリーンアップ部会（６名） 
    ・・・下司（部会長）、坂口（副部会長）、渡辺、鈴木、田中（久）、小林（正）各氏

                 ・・・補佐役として安田・伊地智次期副会長予定者 
 ・広報部会（２名） 
    ・・・中西（部会長）、松田（副部会長）各氏 

・・・補佐役として田中次期副会長予定者 
 
また、副実行委員長については岡田次期会長予定者から薩摩次期副会長予定者を指名された。

 
（１） 平成２２年度事業計画（案）策定について 
 
  辻実行委員長予定者から事業予算（案）について事務局に説明を求め、事務局大塚から資

料２に基づき説明があった。 
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続いて辻実行委員長予定者から委員に意見を求められたところ、広報事業の予算は企業振

興委員会の広報予算に入っているとのことであるが、「トラックの日」の広報としてどれだけ

の予算があるのか、との質問があった。 
 
  事務局より企業振興委員会の広報予算の中で昨年実績を勘案し、「トラックの日」の広報と

して１５０万円が予算化されていることを報告した。 
  広報予算について検討されたところ、１５０万円の予算をもし超える場合には企業振興委

員会と調整していくこととなった。 
 
  引き続いて各事業部会に分かれ平成２２年度事業計画（案）について検討され、各事業部

長から次の報告が行われた。 
 
〔エコ・セーフティドライブコンテスト部会〕 
  ・開催日は６月１３日（日）とし、５月初めに案内する。 
 
  ・要領は昨年と同様とする。 
 
  ・来賓の出席要請は、滋賀運輸支局、滋賀県琵琶湖環境部環境政策課温暖化対策室、滋賀

労働局に依頼する。 
 
  ・ＰＲ用チラシを作成する。 
 
  ・募集の期間が短いが、一社でたくさん参加頂くよりも、例えば一社２名ずつ等出来るだ

け多くの事業者が参加してもらえるようにＰＲしていきたい。 
 
  ・昨年は放送設備が一部故障していたので今年度は放送設備の整備を行い、クレフィール

湖東のコース真ん中にある部屋を区切り、そこに放送室を設置し実況中継を行う。 
 
  ・このコンテストをこれからも長く続けるためにも、改善するところがあれば対処してい

きたい。また出場される事業所から応援に来てもらうことなどによりこのコンテストを

盛り上げていきたい。 
 
  ・今年度も昨年と同様に低公害車の展示と飲み物のサービスを提供したい。 
 
  ・・・との発言があり、諮られたところこの方向で進めていくこととなった。 
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〔ぐるっと・びわ湖・クリーンアップ部会〕 
 ・今年度も我々が日頃使っている琵琶湖周回道路のゴミ拾いを行いたい。 
 
  ・本日は当部会に甲賀支部のメンバーが欠席しているので意見が聞けなかったが、毎年話

が出ていることであるが甲賀支部だけは琵琶湖に面していない。しかし、この事業の趣

旨やＰＲ効果を考え琵琶湖一周の道路で活動していきたい。 
   そこで担当支部エリアを、昨年、甲賀支部は近江八幡市の境から野洲市・守山市・草津

市を担当し、湖南支部は大津市、大津支部は旧志賀町・高島市を担当してもらったが、

今年度は、大津支部は大津市、湖南支部はエリアを二つに分け近江八幡市の境から野洲

市・守山市・草津市の一部（約半分）と旧志賀町・高島市の一部（約半分）を担当し、

甲賀支部もエリアを二つに分け近江八幡市の境から野洲市・守山市・草津市の一部（湖

南支部と分ける）と旧志賀町・高島市の一部（湖南支部と分ける）を担当してはどうか、

との意見があり、今後、各支部の意見も踏まえ検討していきたい。 
 
  ・参加費の問題については、彦根支部と湖北支部はもし協会の参加費が出なくても、その

分を支部で負担することは可能であるが、今後、その他の支部の意見も踏まえ検討して

いきたい。 
 
  ・その他、実施日程や参加割当人数等について、又メイン会場での式典内容について今年

は何が出来るかなども次回実行委員会（事業部会）で検討していきたい。 
 
〔広報部会〕 
  ・今までマスメディアを活用した広報については代理店を通じて行ってきたが、手作り感

のある、又有効且つ効果的な広報を行いたい。 
 
  ・事業の事前・事後の広報と内向け・外向けの広報を行う。 
 
  ・早速ではあるが、４月行われる各支部の総会等の場に実行委員長予定者・副実行委員長

予定者・広報部会員が出向き、昨年のエコ・ドライブコンテストの模様のＤＶＤを流し、

参加ＰＲを行っていきたい。 
   なお、持出し総会の場合は支部長で対応して頂きたい。 
 
  ・その他、エコ・セーフティドライブコンテストの広報活動の一環として、地元地域の人

に見に来てもらう、又来年度参加を考えている事業所の人にも見に来てもらうようにし

てはどうか。 
   協会ＨＰでエコ・セーフティドライブコンテストの模様を見られるように出来ないか。
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  ・ぐるっと・びわ湖・クリーンアップでは、午前中ゴミ拾いをし、午後からフリーマーケ

ットを開催してはどうか。なお、フリーマーケットの参加者は条件として午前中、一緒

にゴミ拾いに参加してもらう。 
 
  ・子供を対象に、宝探しゲームのように、道路に宝（プレゼント）の名前を書いた紙を一

目でゴミではないとわかる入れ物に入れ、それを会場に持って帰ってきたらそこに書い

ている商品をプレゼントしてはどうか。 
 
  ・事前広報として拾った缶の数や重量、リサイクル可能なゴミの重量を当てるクイズを出

して当選者に何かプレゼントを贈ってはどうか。 
 
  ・全体的には頭を使い、汗をかき手作り感のある広報を考えて行きたい。又企業振興委員

会との摺り合わせも行いながら進めていきたい。 
 
 
 
  ■次回実行委員会 

日 時  平成２２年５月１３日（木）１３時３０分～ 
     場 所  滋賀県トラック総合会館 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




